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１．安保理の重要性

■  国連安保理 ＝ 国連の最重要機関
➢国際の平和及び安全の維持に主要な責任を負い、全加盟国に対し法的拘束力のある決定を行い得る唯一の機関。

➢平和に対する脅威、平和の破壊、侵略行為の存在の決定、制裁措置の決定、国連軍による行動、加盟国による武力行
使の承認、事務総長選出（総会に勧告）、新規加盟国（総会に勧告）、ＩＣＪ裁判官選出（総会・安保理で選挙）なども担う。

２．安保理の構成

■ 常任理事国（５か国）：中・仏・露・英・米
■ 非常任理事国（１０か国）：
・アルジェリア、ガイアナ、韓国、シエラレオネ、スロベニア（任期：２０２５年末まで）
・デンマーク、ギリシャ、パナマ、パキスタン、ソマリア（任期：２０２６年末まで）

３．非常任理事国の地位・権限

■ 選挙により選出され、任期は２年で毎年５議席が改選。
■ 任期満了後退任した国は引き続いて再選される資格はない。
■ 安保理の決定事項に関する投票権を有するが、常任理事国

が有する拒否権は有さない。
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・１２６７/１９８９/２２５３ＩＳＩＬ及びアル＝カーイダ
制裁委員会
・１５１８イラク制裁委員会
・１５３３コンゴ民主共和国制裁委員会
・１５９１スーダン制裁委員会
・１６３６レバノン制裁委員会
・１７１８北朝鮮制裁委員会
・１９７０リビア制裁委員会
・１９８８タリバン制裁委員会
・２０４８ギニアビサウ制裁委員会
・２１４０イエメン制裁委員会
・２２０６南スーダン制裁委員会
・２６５３ハイチ制裁委員会
・２７１３アルシャバーブ制裁委員会
・２７４５中央アフリカ制裁委員会
（注：上記数字は決議番号）

総会 事務局
安全保障理事会

(Security Council) 平和構築委員会(PBC)

(Peacebuilding Commission)

特別委員会(Ad-Hoc Committee)

【理事国（15か国）】

（常任）5か国（米、英、仏、露、中）

（非常任）10か国（2年の任期で選出）

【安保理の主要任務と権限】

・国際の平和及び安全の維持に関する主要
な責任を有する。

・平和に対する脅威、平和の破壊または侵
略の存在を決定し、いかなる措置を取るか
を決定する。

・法律問題について、勧告的意見を与える
ように国際司法裁判所に要請することがで
きる。 （以上、国連憲章）

【投票】

・手続事項（例えば議題）の採決

→9理事国以上の賛成により採択（※「拒
否権」なし）

・安保理決議の採択

→9理事国以上の賛成投票に加え、常任
理事国が反対票を投じないことが必要。

常設委員会(Standing Committee)

信託統治理事会経社理 国際司法裁判所

国連憲章第４７条に基づき、設置。安保理へ
の軍備規制や可能な軍備縮小に関する助言
及び援助を行うことが想定されている。

・組織委員会
・国別会合

作業部会(Working Groups)

特別国際法廷 (Ad-Hoc International Tribunals)

制裁委員会
(Sanctions Committees)

軍事参謀委員会(MSC)

・専門家委員会
・新規加盟国委員会
・国連本部外会合委員会

・１３７３対テロ制裁委員会
・１５４０大量破壊兵器（核不拡散）委員会

・国際刑事法廷残余メカニズム（ＩＲＭＣＴ）
（旧ユーゴスラビア国際刑事裁判所（ＩＣＴＹ）・
ルワンダ国際刑事裁判所（ＩＣＴＲ）の業務を引き継ぎ）

・平和維持活動(PKO)
・特別政治ミッション(SPM)の

設置等

承認

・ＰＫＯ作業部会
・１５６６反テロ作業部会
・児童と武力紛争作業部会
・アフリカの紛争予防作業部会
・文書手続作業部会
・国際法廷に関する非公式作業部会

安保理・総会の下部機関（加
盟国による政府間諮問機関）
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西暦 当落 他の立候補国 得票

１ １９５７ 当選 パナマ、カナダ、チェコスロバキア
（注）現在と議席配分が異なる。

５５

２ １９６５ 当選 なし ９８

３ １９７０ 当選 なし １０２

４ １９７４ 当選 なし １２１

５ １９７８ 落選 バングラデシュ （注１）

６ １９８０ 当選 なし １４１

７ １９８６ 当選 インド １０７（注２）

８ １９９１ 当選 なし １５８

９ １９９６ 当選 インド １４２（注３）

１０ ２００４ 当選 なし １８４

１１ ２００８ 当選 イラン １５８（注４）

１２ ２０１５ 当選 なし １８４

１３ ２０２２ 当選 なし １８４

（注１） 第１回（日本６５票：バングラ８４票）、第２回（日本６１票：バングラ８７票）、第３回投票開始前に 我が国は立候補を取り下げ。
（バングラデシュは１２５票を獲得し当選。）
（注２） 日本１０７票に対しインドは３６票。
（注３） 日本１４２票に対しインドは４０票。
（注４） 日本１５８票に対しイランは３２票。
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